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社会福祉法人 まどか 

〒720‐0032 福山市三吉町南一丁目 13 番 26 号 

☎ 084‐928‐1643（Fax 兼用） 

E-Mail：madoca1643@nifty.com 

http://madoca1643.style.coocan.jp/（Homepage） 

http://www.facebook.com/madoca1643/（Facebook） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 3 年 8 月 1 日 

第 6 4 号 
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( 2 月･5 月･8 月･11 月 発行 ) 

公益財団法人ＪＫＡ ２０２１年度 公益事業振興補助事業に 

当法人の「就労支援施設の建築 補助事業」が採択されました！ 

令和３年４月１日付にて、公益財団法人ＪＫＡ様からの補助金交付の決定通知を受け、

すみれ工房の新築移転に向けて事業を実施できることとなりました。なお、地域活動支援

センターとまり木 は現施設での事業を継続します。 

振り返れば、「利用される方々にとって過ごしやすい環境を」という法人設立以来の悲願

であり、当法人の前身であり当事者を支える家族の方々の集まり、福山市精神障害者家族

会（現：福山市精神保健福祉家族会）の願いでもありました。 

今は感染症の終息が見えないなど、将来に向けての不安を抱えてしまいやすい状況があ

ります。しかし、不安を抱える方々にとって、私たちの事業を必要とする人たちにとっ

て、今回の事業実施が小さいながらも力強い一筋の光明となるよう努めていきます。 

― 新社屋 外観パース ― 
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東京や大阪などの都市圏では感染者数が急増して

いて県内・福山でも増加傾向       改めて一人ひとり

の意識が試されているように感じます。すみれ工房

では安心して取り組める環境と働きやすい環境の

両立に頭を悩ませながら日々取り組んでいます      

今夏の気温上昇もあり、感染対策のためエアコンを使用しつつ、昨年と同じように

窓を全開放しての換気もやむをえないと考えていました。 

しかし、法人設立以前より設置され動かなかった換気扇 3 台を新しく取替設置し

たことで窓の開放を最小限に、屋内での活動で熱中症等の不安を抱かずに済むように

なりました。本当にありがとうございました。 

人は可能性だと思うんです。 

私は、『人は変わらない』 と思っていた。 

だけど、ここへ来るようになってその考えが変わった。 

変わらないんじゃない。誰でも変わることができる。 

ただ、変わるキッカケがなかったり、 

変わり方がわからなかったり、 

変わるタイミングを待っているだけなんだ、と。 

ここへきて、知ることができました。 

可能性を拡げることができる 

ここはそういう場所なんだと思います。 

※ イラストはイメージです。 

生活協同組合ひろしま 様から 

「障がい者団体活動支援助成金」を 

いただきました！ 

 

新しい施設の建設が始まろ

うとする中、『この事業所の

魅力って何だろう？』と、

一人の利用者さんに聞いて

みました。 
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感染症対策の一環として一年半間程外出レクの自粛をしておりました。 

しかし、日中の居場所としての活動を制限する結果となり、利用者さ

んの一部に気持ちの落ち込みを抱え込んで通所できなくなる利用者さん

が増えてきていました。 

 気分転換も含め感染対策を行いつつ第４波と第５波の合間の７月１７

日に久しぶりに鞆の浦に外出しました。 

 少しでも気持ちの切り替えできたようです。 

 早く収まって欲しいですね！ 

 

 

 

 

～とまり木通信～ 
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社会福祉法人 まどか 令和 2年度 決算報告 
（令和 3年 3月末現在  単位：円） 

  

 

 

 

○実施行事 
クリスマス会（12月）、防災避難訓練（9月、2月） 
 ※ 各種季節行事については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から自粛。 
 

○その他 
福山市医師会看護専門学校 第一看護学科臨地実習 受入 
福山北特別支援学校 高等部 就業体験・職場実習 受入 
福山平成大学 福祉健康学部 福祉学科 精神保健福祉援助実習 受入 

障害福祉サービス事業（すみれ工房） 

就労移行支援事業（定員：6名） 就労継続支援（B型）事業（定員：14名） 

○利用者の状況 
利用契約者数： 2 名（男性 2 名、女性 0 名） 
平均年齢：49.00 歳、一日平均利用者数：1.69 人 
就労者数：0 名 

○職員の状況 
管理者 1名（兼務） 
サービス管理責任者 1名（兼務） 
就労支援員 常勤 1名 
職業指導員 常勤 1名、生活支援員 非常勤 1名 

○利用者の状況 
利用契約者数： 31 名（男性 24 名、女性 7 名） 
平均年齢：41.55 歳、一日平均利用者数：12.93 人 
年間平均月額工賃：10,0178.7 円（時給換算 263.3 円） 

○職員の状況 
管理者 1名（兼務） 
サービス管理責任者 1名（兼務） 
職業指導員 非常勤 2名、生活支援員 常勤 1名 
 

地域活動支援センター事業（とまり木） 

○利用者の状況 
利用契約者数： 44 名（男性 32 名、女性 12名） 
平均年齢：40.6 歳、一日平均利用者数：12.55 人 

○職員の状況 
施設長   常勤 1名 
生活支援員 非常勤 3名 
 

○実施プログラム 
ミーティング（毎月 1回） 
スポーツレクリェーション（毎月 1回程度） 

 ※ 10月以降、少人数にて実施。 
 
調理実習および各種季節行事については、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大防止の観点から自粛。 

社会福祉法人 まどか 令和２年度 事業報告 
（令和 3年 3月末現在） 
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パラリンピック 

いま東京でオリンピックが行われています（7月 23日から 8月 8日）が、こ

れが終わると、いよいよ障害者のスポーツの祭典「パラリンピック」が始まりま

す。8 月 24 日（火）～9 月 5 日（日）です。これを観ているとびっくりするこ

とばかりです。手や足がなくても泳げたり、飛んだり跳ねたりできたりしていま

す。これは別にスポーツの世界だけでなく、文化・芸術においても、手や指がな

くても口や足で絵を描いたりしています。ヒトは練習を重ねればあんなにでき

るのかと驚いてしまいます。 

 

あなたにもすばらしい力があります 

 100 分の 1 ミリメートル、それは 1 ミリメートルの 100 分の 1 です。それは

あなたの手は読み取ることができます。100 分の 1 ミリメートルの差を見分け

ることができるのです。いまの時代、機械やコンピューターが発達しても、天体

望遠鏡のような大きなレンズの小さな凸凹は読むことができません。0.01 ミリ

メートルの凹んだところはわかりません。それはどうして見分けることができ

るかというとヒトの手の感覚がそれを見分けることができるのです。 

 

0.01ミリメートル（100分の 1ミリメートル）を見分ける、これはあなたにも

できます。 

それは男の髪の毛の太さと女の髪の毛の太さの差です。男の髪は太くて硬く、

女の髪は細くて柔らかです。あなたとお父さんやお母さんの髪の毛を手でさわ

って確かめてみてください。これは 0.01ミリメートル（100分の 1ミリメート

ル）の差です。この違いがわかりましたか？ あなたの手や指がそんな力を持っ

ているのです。それはあなたの経験の積み重ねを脳が記憶して発達してきてい

るのです。 

 

ヒトの脳はどれだけ偉い？ 

 ヒトの脳の重さは約 1.4 キログラム、約キャベツ 1 個分です。その脳を一生

の内にどれだけ使うのでしょう。あなたの脳はいま空き缶のように空っぽでし

ょうか。それとも自分はもう脳を使いすぎて、これ以上使うとパンクしてしまう

と思っていますか。実はほとんど使ってないのです。人が死ぬまでに使う脳は

５％と言われています。残りは使わないでそのまま死んでしまうのです。あなた

の使ってない脳はいっぱい残っています。その脳は使えば使うほど発達してい

きます。それでパラリンピックの選手のようにいろんなことができるようにな

るのです。 

 みなさん自分の脳を、物にぶつけたりしないで大切にしましょう。 

ヒトの脳はすばらしい!! 

福山市精神保健福祉家族会（バラ会） 

会長 北村
きたむら

 環
たまき
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～「善意」のお知らせ ～ 

今期も「法人まどか」および「すみれ工房・とまり木」、そして「福山市精神保健福祉家族

会（バラ会）」に多くの皆様よりご厚志・物品提供および作業支援をいただき、誠にありがと

うございました。（順不同・敬称略） 

☆ 法人まどかへの善意 

・村田紀美子・岡田美枝・福山市精神保健福祉家族会（バラ会）会長 北村環 

・一般財団法人 義倉・生活協同組合ひろしま（障がい者団体活動支援助成金） 

・植山雅子・矢羽々寿美子 

 

☆ 法人まどかへのボランティア 

・國貞将志・村田紀美子 

 

☆ 福山市精神障害者家族会（バラ会）への善意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定（令和 3年 8月以降） 

令和 3年 9月 防災避難訓練 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため 

季節の行事（イベント）につきましては 

実施を中止しております。 

 編集後記  

 

 

 

 

 

 

※ 匿名でのご寄附も頂いております。ご厚情につきましては記録に万全を期しておりますが、 

  脱漏がございましたら失礼の段、ご容赦いただきますようお願いいたします。 

花屋の店先も梅雨季の花あじさいから、真花の花 ひまわりにすっかり衣

がえして、毎日猛暑が続いてますね。私が入社して 2年間は春にはお花見に

BBQ、初夏には七夕杯のボウリング大会と楽しい行事を行っていました。昨

年からのコロナ禍で楽しい行事が次々と中止になってしまい、みなさんも我

慢しますよね。ワクチン接種をされた方もおられるので、感染対策を万全に

した上で、そろそろ BBQをしてお肉をみんなで食べて、コロナをふっ飛ばし

たいですよね。 （とまり木 生活支援員 三室真知子） 


